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１１１巻臨時増刊号（１）４５２．

２２ 北原賢二，三好 篤，神谷尚彦，古賀浩木，能城浩和，宮�耕治：Belgehti hanging maneuverを応

用した安全な肝切除の工夫．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．

２３ 北原賢二，能城浩和，三好 篤，神谷尚彦，小林毅一郎，宮�耕治：当科における腹腔鏡下尾側膵

切除の工夫．第２２回日本肝胆膵外科学会・学術集会．２０１０，５，２６‐２８．プログラム・抄録集 １９９．

２４ ＊北島吉彦，中村 淳，橋口和義，平木将紹，古賀靖大，井手貴雄，能城浩和，宮崎耕治：胃癌分化

度に応じた新規 HIF‐１aターゲット遺伝子の探索．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４

‐１６．抄録集．

２５ ＊神谷尚彦，北原賢二，三好 篤，能城浩和，宮�耕治．胆嚢癌における術後化学療法の検討．第２２

回日本肝胆膵外科学会・学術集会．２０１０，５，２６‐２８．プログラム・抄録集 ２９６．

２６ 小池健太，能城浩和：乳癌の拡がり診断における造影MRI画像の有用性についての検討．第１８回

日本乳癌学会学術総会．２０１０，６，２４‐２５．プログラム・抄録集 ５６３．

２７ 古賀浩木，北原賢二，神谷尚彦，三好 篤，政次俊宏，小林毅一郎，能城浩和，宮�耕治：当科に

おける腹腔鏡下総胆管切石術の工夫．第２２回日本肝胆膵外科学会・学術集会．２０１０，５，２６‐２８．

プログラム・抄録集 １７９．

２８ ＊藏重淳二，林 尚子，佐藤伸隆，木下浩一，齋藤誠哉，辛島龍一，平島浩太郎，今村 裕，日吉幸

晴，長井洋平，鶴田 豊，田嶋ルミ子，岩上志朗，宮本裕士，池田 貯，渡邊雅之，別府 透，馬

場秀夫：当科における新規薬剤導入後の大腸癌肝転移 Grade分類の検討．日本大腸肛門病学会雑誌

６３：５，３３２，２０１０．



２９ 小林毅一郎，能城浩和：ポスターセッション 短期成績から見た D２郭清を伴う腹腔鏡下胃切除術

の妥当性．第８回日本消化器外科学会．２０１０，１０，１５．抄録集．

３０ 小林毅一郎，池田 貯，政次俊宏，三好 篤，北原賢二，能城浩和：腹腔鏡下胃全摘術における over-

lap法による Roux-en-Y再建術．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，１０，１８．抄録集 ５４３．

３１ 小林毅一郎，能城浩和，久保 洋，古賀浩木，北原賢治，北島吉彦，宮�耕治：膵良性疾患に対す

る腹腔鏡下脾臓温存膵体尾部切除術の工夫．第１１０回日本外科学会定期学術集会．２０１０，４，７‐１０．

第１１１巻臨時増刊号（１）５３１．

３２ 古賀靖大，能城浩和：進行右側結腸癌に対する腹腔鏡下手術（Mesenteric approachによるリンパ節

郭清）．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．

３３ 古賀靖大，北島吉彦，中村 淳，橋口和義，平木将紹，明石道昭，矢ヶ部知美，隅健次，能城浩和，

宮�耕治：初代細胞を用いたゲノムワイドな DNAメチル化解析の試み．第１１０回日本外科学会定

期学術集会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時増刊号（１）３８５．

３４ 古賀靖大，北島吉彦，中村 淳，平木将紹，三宅修輔，田中智和，矢ヶ部知美，隅 健次，能城浩

和，宮�耕治：DNAメチル化解析による大腸癌予後予測因子の検索．第２１回日本消化器癌発生学

会総会．２０１０，１１，１８‐１９．プログラム・抄録集 １０６．

３５ ＊神谷尚彦，北原賢二，三好 篤，能城浩和，宮�耕治：SS胆嚢癌に対する ss scoreによる術式選択

の検討．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．

３６ 久保 洋，能城浩和：肝実質内病変を伴わない門脈内腫瘍の１例．第１８回 ２１世紀外科セミナー．

２０１０，７，１４‐１６．プログラム 講演．

３７ 久保 洋，小林毅一郎，政次俊宏，北原賢二，北島吉彦，能城浩和，宮�耕治：高度進行胃癌に対

する術前化学療法併用腹腔鏡下胃切除術の検討．第８２回日本胃癌学会総会．２０１０，３，３‐５．

Proguram and schedule 306.

３８ 政次俊宏，小林毅一郎，三好 篤，神谷尚彦，能城浩和，宮�耕治：小腸イレウスに対する腹腔鏡

下手術の有用性．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・抄録集 ２９８．

３９ 政次俊宏，能城浩和，小林毅一郎，北島吉彦，宮�耕治：残胃癌に対する腹腔鏡下胃全的術におけ

る工夫・留意点．第１１０回日本外科学会定期学術集会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時増刊号（１）２９４．

４０ ＊松山 悟，山本一博，竹内正昭，萩原 淳，光野真由美，檜垣賢作，那須賢司：８０歳以上胃癌症例

におけるインフォームドコンセントで考慮すること．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，

１４‐１６．抄録集．

４１ 政次俊宏，能城浩和，古賀靖大，小林毅一郎，隅 健次，北島吉彦，宮�耕治：腹腔鏡下幽門側胃

切除術におけるドレーン留置の意義．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．

４２ 政次俊宏，能城浩和，小林毅一郎，池田 貯，宮�耕治：当科における噴門部胃粘膜下腫瘍に対す

る腹腔鏡下手術の治療戦略．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，１０，１８．抄録集 ４６９．

４３ 宮�耕治：診療と研究のトピックス９．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログ

ラム・抄録集 １２８司会．

４４ 宮�耕治：SV‐９‐１ 特別ビデオセッション９「肝胆膵ー１」．第１１０回日本外科学会定期学術集

会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時増刊号（１） 司会．

４５ 宮�耕治：LS１０‐７ ランチョンセミナー 外科医と患者にやさしい緩和医療．第１１０回日本外科

学会定期学術集会．２０１０，４，１０．第１１１巻臨時増刊号（１） 司会．



４６ 宮�耕治：肝切除術１．第４６回日本肝癌研究会．２０１０，７，８‐９．プログラム・抄録集 座長．

４７ 宮�耕治：胆管膵管合流異常症に対する術式選択．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４

‐１６．抄録集 座長．

４８ 宮�耕治：消化器癌発生・知の結集：癌発生のメカニズム．第２１回日本消化器癌発生学会総会．

２０１０，１１．１８‐１９．プログラム・抄録集 座長．

４９ 宮�耕治：ss胆嚢癌の標準治療．第７２回日本臨床外科学会総会．２０１０，１１，２１‐２３．日程・抄録

司会．

５０ 三好 篤，北原賢二，井手貴雄，能城浩和：肝細胞癌に対する集学的治療としての腹腔鏡下肝部分

切除術．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，１０，１８．抄録集 ３６５．

５１ 三好 篤，北原賢二，甲斐敬太，神谷尚彦，能城浩和，宮�耕治：肝細胞癌に対する門脈分岐形態

に基づいた系統的肝切除．第１１０回日本外科学会定期学術集会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時増

刊号（１）１４５．

５２ 三好 篤，北原賢二，小林毅一郎，神谷尚彦，能城浩和，宮�耕治：当科における完全鏡視下肝切

除術．第２２回日本肝胆膵外科学会・学術集会．２０１０，５，２６‐２８．プログラム・抄録集 ２５９．

５３ 三好 篤，甲斐敬太，神谷尚彦，河口康典，江口有一郎，水田敏彦，北原賢二，能城浩和，宮�耕

治：長期予後を目指した肝切除を中心とした肝細胞癌治療．第４６回日本肝癌研究会．２０１０，７，８

‐９．プログラム・抄録集 １８１．

５４ 三好 篤，北原賢二，神谷尚彦，能城浩和，宮�耕治：肝細胞癌に対する安全で正確な系統的肝切

除．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．

５５ ＊森戸清人，川久保英介，大高和真，田中聡也，廣橋嘉美，佐藤清治：Meckel憩室による絞扼性イ

レウス．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・抄録集 ３１８．

５６ ＊森戸清人，佐藤清治，廣橋喜美，土居隆志，那須恵子，山下千恵子，先崎恵子，山田裕子，松田知

子，牛島浩子，倉守みどり，深川由久美，林田 潔，樗木 等：当院における Clostridium difficile

関連腸炎の臨床的検討．第２５回日本静脈経腸栄養学会．２０１０，２，２５‐２６．抄録集 １２４７．

５７ ＊村上聡一郎，石川幹真，渡邉雄介，河野浩幸，三好 圭，梅田修洋，内山明彦：当院における乳癌

術前化学療法（primary systemic chemotherapy:PSC）に関する臨床病理学的検討．第１８回日本乳癌学

会総会．２０１０，６，２４‐２５．プログラム・抄録集 １０６．

５８ ＊中島三佳，田中智和，廣橋喜美：食道癌の化学療法中に転移リンパ節を介して右鎖骨下動脈と食道・

気管が瘻孔形成をした一例．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・抄

録集 ２４１．

５９ 中村 淳，北島吉彦，甲斐敬太，橋口和義，平木将紹，能城浩和，宮�耕治：進行胃癌における HIF

‐１ alpha発見と５‐FU補助化学療法の効果についての検討．第１１０回日本外科学会定期学術集会．

２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時増刊号（１）５６７．

６０ 中村 淳，北島吉彦，甲斐敬太，橋口和義，平木将紹，能城浩和，宮�耕治：胃癌における CAIX

の発現は低酸素よりも DNAメチル化によって優位に制御され，発癌過程において組織型決定に影

響を与える．第６９回日本癌学会学術総会．２０１０，９，２２‐２４．PROGRAM１１３．

６１ 中村 淳，北島吉彦，甲斐敬太，平木将紹，橋口和義，能城浩和，宮�耕治：胃癌における HIF‐

１α および DNAメチル化を介した CA９発現調節と化学療法抵抗性についての検討．第６５回日本

消化器外科学会総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．



６２ 中村 淳，北島吉彦，甲斐敬太，平木将紹，田中智和，三宅修輔，井手貴雄，古賀靖大，宮�耕治，

能城浩和：胃癌における組織型特異的 DNAメチル化を介した CA９発現調節．第２１回日本消化器

癌発生学会総会．２０１０，１１，１８‐１９．プログラム・抄録集 ７２．

６３ 能城浩和：腹臥位鏡視下食道切除術における縦隔隔清手技．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，

７，１４‐１６．抄録集．

６４ 能城浩和：Sf‐０４０サージカルフォーラム（４０）「鏡視下手術・消化管悪性」．第１１０回日本外科学会

定期学術集会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時増刊号（１） 司会

６５ 能城浩和：安全な鏡視下手術を行うための我々の工夫：食道・胃手術．第３５回日本外科系連合学会

学術集会．２０１０，６，１７‐１８．抄録 座長．

６６ 能城浩和：一般演題 ポスター９ 胸腔鏡下食道切除．第６４回日本食道学会学術集会．２０１０，８，

３１．プログラム・抄録集 座長．

６７ 能城浩和：胸部食道がんに対する完全腹臥位食道切除術．第６４回日本食道学会学術集会 ランチョ

ンセミナー．２０１０，８，３１．プログラム・抄録集 ６７．

６８ 能城浩和：ランチョンセミナー１ ３Dで見る胃がん手術の最前線．第２３回日本内視鏡外科学会総

会．２０１０，１０，１８．抄録集 ３２．

６９ 能城浩和：微細解剖にもとずく鏡視下手術 カールストルツ ハイビジョンカメラシステムと繊細

な鉗子の融合．第７２回日本臨床外科学会総会 ランチョンセミナー．２０１０，１１，２１‐２３．日程・抄

録 ３１ 演者．

７０ 能城浩和：一般演題３：消化器．第３回日本ロボット外科学会学術集会．２０１０，１２，３．座長．

７１ 能城浩和：da Vinci Sによる胃癌手術の工夫．第３回日本ロボット外科学会学術集会．２０１０，１２，

３．プログラム ６．

７２ 能城浩和，池田 貯，小林毅一郎，政次俊宏，小池健太：腹臥位鏡視下食道切除術の術中 pitfallと

その対策．第６３回日本胸部外科学会定期学術集会．２０１０，１０，２６．学術講演プログラム ２９０．

７３ 能城浩和，小林毅一郎，池田 貯，政次俊宏，小池健太，内山明彦：食道癌に対する腹臥位鏡視下

食道切除術の利点．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，１０，１８．抄録集 ２０４．

７４ 能城浩和，小林毅一郎，政次俊宏，永松伊織，北原賢二，宮�耕治：膵頭部浸潤胃癌に対する完全

腹腔鏡下膵頭十二指腸切除．第１１０回日本外科学会定期学術集会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻臨時

増刊号（１）２９５．

７５ 能城浩和，宮坂義浩，当間宏樹，宮�耕治：腹腔鏡下胃癌手術の現況と適応拡大．第８２回日本胃癌

学会総会．２０１０，３，３‐５．Proguram and schedule 156.

７６ 能城浩和，三好 篤，池田 貯，小林毅一郎，宮�耕治：胃癌に対するこだわり手術支援ロボット

da Vinci手術．第７２回日本臨床外科学会総会．２０１０，１１，２１‐２３．日程・抄録 ４８８．

７７ ＊佐藤博文，佐藤清治，浦田雅子，古賀浩木，大高和真，田中聡也，廣橋喜美：くも膜下出血術後に

Segmentary arterial mediolysis（SAM）による腹腔内出血を来たした１例．第７２回日本臨床外科学会

総会．２０１０．１１．２１‐２３．日程・抄録 ５６６．

７８ ＊佐藤伸隆，林 尚子，木下浩一，藏重淳二，斎藤誠也，辛島龍一，平島浩太郎，今村 裕，日吉幸

晴，長井洋平，鶴田 豊，田嶋ルミ子，岩上志朗，宮本裕士，池田 貯，渡邊雅之，馬場秀夫：大

腸癌 fStage II再発高危険因子の検討．日本大腸肛門病学会雑誌 ６３：５，３０６，２０１０．

７９ ＊志田雅明，鮫島隆一郎，三宅修輔，井手貴雄，酒井 正，井久保丹，田渕正延，湯ノ谷誠二：当院



における腹部外傷手術例の検討．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・

抄録集 ３４１．

８０ 志田雅明，隅 健次，古賀靖大，政次俊宏，小林毅一郎，池田 貯，能城浩和：腹腔鏡下手術を施

行した完全内臓逆位を伴う上行結腸癌の一例．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，１０，１８．抄

録集 ６１８．

８１ 志田雅明，隅 健次，政次俊宏，小林毅一郎，古賀靖大，池田 貯，能城浩和：術前化学療法が奏

功し骨盤内臓器全摘術を回避し得た直腸 S状部癌の一例．第７２回日本臨床外科学会総会．２０１０，１１，

２１‐２３．日程・抄録 ７５７．

８２ 新海健太郎，井上崇弘，中村賢二，小川芳明，籾井眞二：S状結腸捻転症を契機に発症し腹腔内遊

離ガスを伴った腸管気腫性嚢胞症の１例．第７２回日本臨床外科学会総会．２０１０，１１，２１‐２３．日程・

抄録 ５６５．

８３ 隅 健次，志田雅明，古賀靖大，政次俊宏，小林毅一郎，池田 貯，能城浩和：経腹壁超音波検査

による癒着部位同定の試みー安全な腹腔鏡手術を目指して．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，

１０，１８．抄録集 ５０４．

８４ 田中智和，大高和真，田中聡也，廣橋喜美，佐藤清治：膵癌虫垂転移に伴う急性虫垂炎に対して緊

急手術を施行した１例．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・抄録集

３５５．

８５ 田中智和，平木将紹，北島吉彦，三宅修輔，中村 淳，井手貴雄，古賀靖大，宮�耕治，能城浩和：

胃癌における腹腔洗浄液の DNAメチル化と腹膜播種予測に関する検討．第２１回日本消化器癌発生

学会総会．２０１０，１１，１８‐１９．プログラム・抄録集 ７５．

８６ ＊田中聡也，大高和真，森戸清人，田中智和，馬塲耕一，廣橋喜美，佐藤清治：横行結腸進行癌に対

するリンパ節郭清の標準化にむけて－盲嚢解放先行術式．第６５回日本消化器外科学会総会．２０１０，

７，１４‐１６．抄録集．

８７ ＊田中聡也，佐藤博文，浦田雅子，古賀浩木，大高和真，廣橋喜美，佐藤清治：胆嚢管処理を血管シー

リングシステムで行う取り組み．第２３回日本内視鏡外科学会総会．２０１０，１０，１８．抄録集 ５０２．

８８ ＊浦田雅子，廣橋喜美，佐藤博文，古賀浩木，大高和真，田中聡也，佐藤清治：初回切除術から長期

間経て腹腔内播種性再発を来した骨外性骨肉腫の一例．第７２回日本臨床外科学会総会．２０１０，１１，

２１‐２３．日程・抄録 ８０１．

８９ ＊浦田雅子，甲斐敬太，小林毅一郎，能城浩和，宮�耕治：ウエルシュ菌感染から下部消化管穿孔・

敗血症性ショックを来した一例．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・

抄録集 ３４３．

９０ ＊牛島浩子，松田知子，山田裕子，廣橋喜美，佐藤清治，土居隆志，山下千恵子，小根森智子，那須

恵子，倉守みどり：脳外科手術後経過中，Refeeding syndromeにより意識障害が遷延した一例．第

２５回日本静脈経腸栄養学会．２０１０，２，２５‐２６．抄録集 ４３０．

９１ ＊牛島久美子，佐藤 建，大串昭彦，右田 尚，江口 仁，辻由香里，松尾可奈子，前川ゆみ子：NST

と褥瘡対策チームの連携による効果 院内褥瘡発生率の減少を目指して．日本医療マネジメント学

会．２０１０，６，１１‐１２．日本医療マネジメント学会雑誌 １１ ２８９．

９２ ＊脇山幸大，酒井 正，橋口和義，神谷尚彦，鮫島隆一郎，井久保丹，田渕正延，湯ノ谷誠二：保存

的加療が奏功した十二指腸憩室後腹膜穿孔の１例．第７２回日本臨床外科学会総会．２０１０，１１，２１‐



２３．日程・抄録 ７１２．

９３ 矢ヶ部知美，藤井 進，北島吉彦，能城浩和，宮�耕治：DPCデータに基づく胃癌治療の医療経

済．第８２回日本胃癌学会総会．２０１０，３，３‐５．Proguram and schedule 240.

９４ 矢ヶ部知美，中房祐司，隅 健次，宮�耕治．大腸癌術後再発診断における CEAの至適カットオ

フ値は術前測定値により異なる．第８回日本臨床腫瘍学会学術集会．２０１０，３，１８‐１９．プログラ

ム・抄録集 ２４４．

９５ 矢ヶ部知美，隅 健次，能城浩和，中房祐司，宮�耕治：大腸癌手術後のサーベイランスにおける

CEAおよび CA１９‐９測定の意義．第１１０回日本外科学会定期学術集会．２０１０，４，７‐１０．第１１１巻

臨時増刊号１，３２５．

９６ 山地康大郎，隅 健次，迎 洋輔，宮�耕治：大腸癌イレウスに対する径肛門的イレウス管の有用

性の検討．第４６回日本腹部救急医学会総会．２０１０，３，１８‐１９．プログラム・抄録集 ２７１．

９７ ＊山本一博，松山 悟，光野真由美，萩原 淳，竹内正昭，檜垣賢作，那須賢司：FDG-PET/CT陽性

で，転移との鑑別が困難であった結腸癌術後１年の腹腔内膿瘍の１例．第６５回日本消化器外科学会

総会．２０１０，７，１４‐１６．抄録集．

９８ ＊山下千恵子，小根森智子，那須恵子，先崎惠子，土居隆志，廣橋喜美，牛島浩子，松田知子，山田

裕子，倉守みどり，佐藤清治：当院における Clostridium difficile関連腸炎の臨床的検討．第２５回日

本静脈経腸栄養学会．２０１０，２，２５‐２６．抄録集 ５１４．

地方規模の学会

１ 芥川剛至，隅 健次，古賀靖大，新海健太郎，政次俊宏，小林毅一郎，池田 貯，能城浩和：カル

チノイドと鑑別を要した粘膜下腫瘤様の直腸MALTリンパ腫．第９６回日本消化器病学会九州支部

例会 第９０回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集１７８．

２ 馬塲耕一，大高和真，田中聡也，田中智和，森戸清人，廣橋善美，佐藤清治：胆嚢穿孔に対し待機

的腹腔鏡下胆嚢摘出術を行った２例．第４７回九州外科学会．２０１０，５，７‐８．合同プログラム・

抄録集 ６０．

３ 江川紀幸，井手貴雄，志田雅明，久保 洋，甲斐敬太，三好 篤，北原賢二，能城浩和：肉腫様変

化を伴った胆嚢癌の１切除例．第９６回日本消化器病学会九州支部例会 第９０回日本消化器内視鏡学

会九州支部例会．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集 １９２．

４ ＊池田典子，小柳まゆみ，江口利信，田島まり子，伊山明宏．４年間の「外来フォローアップシステ

ム」を振り返って．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．

プログラム・抄録集 １３５．

５ 池田 貯，三好 篤，小林毅一郎，政次俊宏，井手貴雄，古賀靖大，隅 健次，小池健太，北原賢

二，能城浩和：手術支援ロボット da Vinci S HD surgical systemの導入～導入初期に感じた有用性と

将来性．第９６回日本消化器病学会九州支部例会 第９０回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．２０１０，

１１，１２‐１３．プログラム・抄録集 １０１．

６ 伊藤孝太郎，久保 洋，三好 篤，井手貴雄，北原賢二，能城浩和：肝実質内転移を伴わない門脈

腫瘍栓の一例．第９６回日本消化器病学会九州支部例会 第９０回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．

２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集 １９１．

７ 北川 浩，久保 洋，三好 篤，甲斐敬太，北原賢二，能城浩和，宮�耕治：腹腔鏡下に切除した

膵 Solid-pseudopapillary neoplasmの一例．第９５回日本消化器病学会九州支部例会．２０１０，６，１８‐１９．



プログラム・抄録集 １９３．

８ ＊北島吉彦：地域医療連携�．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，

５‐６．座長．

９ 小池健太：一般演題：システム．第７回日本乳癌学会九州地方会．２０１０，３，１０．座長．

１０ 久保 洋，隅 健次，古賀靖大，北原賢二，北島吉彦，能城浩和，宮�耕治：当院における進行直

腸癌に対する術前放射線化学療法の経験．第４７回九州外科学会．２０１０，５，７‐８．合同プログラ

ム・抄録集 ４６．

１１ ＊眞方紳一郎，野崎良一，山田一隆，高野正博：回腸憩室出血．第９５回日本消化器病学会九州支部例

会．２０１０，６，１８‐１９．プログラム・抄録集 １４２．

１２ ＊松山 悟：クリテイカルパス�．日本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，

１１，５‐６．座長．

１３ 三宅修輔，井久保丹，志田雅明，井手貴雄，酒井 正，鮫島隆一郎，田渕正延，湯ノ谷誠二：幽門

輪温存膵頭十二指腸切除後６年目に発症した残膵癌の一例．第４７回九州外科学会．２０１０，５，７‐

８．合同プログラム・抄録集 ６２．

１４ 宮�耕治：ランチョンセミナー７．第９５回日本消化器病学会九州支部例会．２０１０，６，１８‐１９．プロ

グラム・抄録集 司会．

１５ 宮�耕治：医療再生のための大学病院の役割 IT活用による医療の効率化と質の検証．日本医療

マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム・抄録集 会長講

演．

１６ 森戸清人，三好 篤，志田雅明，久保 洋，隅 健次，池田 貯，井手貴雄，北原賢二，能城浩和：

大腸癌肝転移と鑑別が困難であった肝腫瘍の１切除例．第９６回日本消化器病学会九州支部例会 第

９０回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．２０１０，１１，１２‐１３．プログラム・抄録集 １４２．

１７ ＊村上聡一郎，石川幹真，渡邉雄介，河野浩幸，三好 圭，梅田修洋，内山明彦：男性乳癌術後肝転

移と直腸 S状部癌肝転移の鑑別診断を要した一例．第７回日本乳癌学会九州地方会．２０１０，３，１０．

抄録集 ２５．

１８ 那須洋紀，浦田雅子，小林毅一郎，三好 篤，北原賢二，能城浩和：多発小腸 GISTを合併した Von

Recklinghauzen病の一例．第９５回日本消化器病学会九州支部例会．２０１０，６，１８‐１９．プログラム・

抄録集 ２０１．

１９ 能城浩和：知って得する腹腔鏡下手術の最前線 ～コメデイカルの方々からドクターまで．第９５回

日本消化器病学会九州支部例会 ランチョンセミナー．２０１０，６，１８‐１９．プログラム・抄録集

演者．

２０ 能城浩和：ランチョンセミナー�「医療安全におけるキット製材の有用性」北里大学薬剤部臨床薬

学研究センター病院薬局部門北里大学院 教授 矢後和夫先生．日本医療マネジメント学会 第９

回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．座長．

２１ ＊坂田玄太郎，野崎良一，大湾朝尚，中村 寧，眞方紳一郎，田中正文，高野正太，福永光子，佐伯

泰愼，久野三朗，緒方俊二，山田一隆，高野正博．大腸憩室症に伴う粘膜脱症候群様病変４症例の

検討．第９５回日本消化器病学会九州支部例会．２０１０，６，１８‐１９．プログラム・抄録集 １４９．

２２ ＊佐藤清治：地域医療連携� 入院前口腔ケアにおける地域・病診連携の試み．日本医療マネジメン

ト学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム・抄録集 １７４．



２３ 新海健太郎，古賀靖大，木戸伸一，隅 健次，明石道昭，政次俊宏，小林毅一郎，池田 貯，甲斐

敬太，能城浩和：内視鏡的完全摘除後６年経過して発見された再発直腸癌の一例．第９６回日本消化

器病学会九州支部例会 第９０回日本消化器内視鏡学会九州支部例会．２０１０，１１，１２‐１３．プログラ

ム・抄録集 １３５．

２４ 田中智和，田中聡也，大高和真，馬塲耕一，森戸清人，廣橋善美，佐藤清治：腹腔鏡下胆嚢摘出術

を施行し得た左側胆嚢の一例．第４７回九州外科学会．２０１０，５，７‐８．合同プログラム・抄録集

６０．

２５ 浦田雅子，小池健太，政次俊宏，北原賢二，山崎文朗，能城浩和，宮�耕治：乳癌胃転移の２例．

第７回日本乳癌学会九州地方会．２０１０，３，１０．プログラム・抄録集 ２５．

２６ ＊牛島久美子，佐藤 建，大串昭彦，右田 尚，河口千晴：褥瘡患者に対する NST介入の効果．日

本医療マネジメント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム・抄録集１４３．

２７ ＊脇山幸大，鮫島隆一郎，湯ノ谷誠二：術前補助化学療法にて pCRとなった食道癌の１例．第４３回

日本胸部外科学会九州地方会．２０１０，７，２２‐２３．合同プログラム・抄録集．

２８ 矢ヶ部知美，能城浩和：医療の質� 質の高い癌化学療法とコストマネジメント．日本医療マネジ

メント学会 第９回九州・山口連合大会．２０１０，１１，５‐６．プログラム・抄録集 １０８．

２９ 山地康大郎，三好 篤，久保 洋，甲斐敬太，北原賢二，能城浩和，宮�耕治：自然壊死を来した

肝細胞癌の１切除例．第４７回九州外科学会．２０１０，５，７‐８．合同プログラム・抄録集５５．

その他の学会

１ ＊原田貞美：一般演題．第２６回消化器外科アーベント．２０１０，２，１７．座長．

２ ＊橋口和義，鮫島隆一郎，脇山幸大，神谷尚彦，酒井 正，田渕正延，井久保丹，湯ノ谷誠二：大腸

１‐１ 腹腔鏡補助下切除後の機能的端々吻合部に再発をきたした上行結腸癌の１例．第２０回九州

内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐５．プログラム・抄録集 ３３．

３ ＊平川洋一，徳丸直郎，今泉 猛，戸山真吾，水口昌伸，入江裕之，工藤 祥，能城浩和，佐藤清治：

当院における食道癌に対する放射線治療成績．第３８回九州食道癌合併療法談話会．２０１０，７，３．

プログラム・抄録集 １５．

４ 井手貴雄，能城浩和：肉腫様変化を伴った上部胆管癌の１切除例．九大・産医大・佐賀大胆膵セミ

ナー．２０１０，８，６．

５ 井手貴雄，能城浩和：当科における進行・再発胆道癌に対する化学療法の現状．第３回 Kyushu

Panc-Bil Meeting. ２０１０，１１，２０．

６ 池田 貯：「当科における噴門部胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡下手術の治療戦略」政次俊宏先生

「低用量スチニブが有効であったイマチニブ耐性 GISTの一例 佐賀県立病院好生館 消化器外科

佐藤清治先生．佐賀 GIST治療セミナー．２０１０，９，９．座長．

７ 池田 貯：腹腔鏡下胃癌手術における対腔内吻合の有用性と必然性．第２７回佐賀消化器外科アーベ

ント．２０１０，１０，２２．

８ 池田 貯：腹腔鏡下胃癌手術の現状と近未来手術への取り組み．有明外科医会 １１月例会．２０１０，

１１，３０．講演．

９ 池田 貯，小林毅一郎，政次俊宏，井手貴雄，古賀靖大，隅 健次，三好 篤，北原賢二，能城浩

和：胃２‐４ 高度食道浸潤胃癌および食道胃接合部癌における消化管再建法～腹臥位胸腔鏡下再

建法．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐５．プログラム・抄録集 ３１．



１０ ＊伊山明宏：一般演題．第２７回佐賀消化器外科アーベント．２０１０，１０，２２．座長．

１１ 甲斐敬太，能城浩和：非肝炎例に生じた異なる２つの成分からなる肝腫瘍．第１５回 佐賀肝疾患研

究会．２０１０，９，２．

１２ 甲斐敬太，三好 篤，古賀浩木，北原賢二，能城浩和，徳永 藏：肝癌と肝幹（前駆）細胞 示唆

に富む細胆管細胞癌の２例．第１２回九州肝癌研究会学術講演会．２０１０，９，１８．

１３ ＊岸川圭嗣，岡村啓二，田中雅之，岸川正彦：膵腫瘍．第５３回 佐賀胆・膵研究会．２０１０，６，２８．

１４ 北原賢二：一般演題．第２８回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，１，２７．司会．

１５ 北原賢二：�肝臓一般２．第３２回九州肝臓外科研究会．２０１０，７，２４．座長．

１６ 北原賢二：症例提示．第５３回 佐賀胆・膵研究会．２０１０，６，２８．司会．

１７ 小林毅一郎，池田 貯，政次俊宏，三好 篤，北原賢二，能城浩和：胃２‐２ 鏡視下手術の特性

を理解した腹腔鏡下胃全摘・脾合併切除術．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐

５．プログラム・抄録集 ３０．

１８ 古賀靖大，能城浩和：右側結腸癌に対する腹腔鏡下手術．第２９回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，

７，２１．

１９ 古賀靖大，能城浩和：右側結腸癌に対する腹腔鏡下手術（Mesenteric approachによる surgical trunk

周囲リンパ節郭清）．第２２回福岡大腸手術手技研究会．２０１０，９，１０．

２０ 古賀靖大，隅 健次，矢ヶ部知美，小林毅一郎，政次俊宏，池田 貯，能城浩和：大腸２‐４ 腹

腔鏡補助下大腸切除術術後イレウスの検討．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐

５．プログラム・抄録集 ３６．

２１ 小池健太，能城浩和：当院における乳癌骨転移治療の現状．佐賀骨転移研究会．２０１０，２，１９．

２２ 政次俊宏，能城浩和：当科における噴門部胃粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡下手術の治療戦略．佐賀

GIST治療セミナー．２０１０，９，９．

２３ 政次俊宏，小林毅一郎，池田 貯，古賀靖大，隅 健次，能城浩和：胃２‐３ 鏡視下食道残胃吻

合の工夫．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐５．プログラム・抄録集 ３１．

２４ ＊松山 悟：一般演題．第２９回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，７，２１．司会．

２５ ＊松山悟：エンドラクターを使用した腹腔鏡下下行結腸切除術．第２９回佐賀外科手術手技懇話会．

２０１０，７，２１．

２６ 宮�耕治：特別講演「胆管癌の外科治療；切除の限界は？」名古屋大学大学院医学研究科腫瘍外科

学 教授 梛野正人先生．第５２回佐賀胆膵研究会．２００９，１２，１１．座長．

２７ 宮�耕治：「ゾレドロン酸の抗腫瘍作用について」 佐賀大学医学部附属病院 内科学講座 （血

液・呼吸器・腫瘍内科） 木村 晋也先生．佐賀骨転移研究会．２０１０，２，１９．座長．

２８ 三好 篤，能城浩和：当科における腹腔鏡下肝切除術．第２８回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，１，

２７．

２９ 三好 篤，井手貴雄，北原賢二，能城浩和：肝・胆・膵・脾‐２ 当科における腹腔鏡下肝切除の

工夫．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐５．プログラム・抄録集 ２４．

３０ 三好 篤，井手貴雄，北原賢二，能城浩和：肝予備能不良肝細胞癌に対する完全鏡視下肝部分切除

術．第４回肝臓内視鏡外科研究会．２０１０，１１，２０．

３１ 三好 篤，北原賢二，久保 洋，井手貴雄，能城浩和，宮�耕治：肝予備能不良症例に対する完全

鏡視下肝部分切除術．第３２回九州肝臓外科研究会．２０１０，７，２４．第３２回九州肝臓外科研究会冊子



２４．

３２ 永松伊織，能城浩和：鏡視下に切除し得た食道 GISTの１例．第２６回消化器外科アーベント．２０１０，

２，１７．

３３ 能城浩和：一般演題．佐賀骨転移研究会．２０１０，２，１９．座長．

３４ 能城浩和：消化器外科領域における鏡視下手術の最前線．第２１回青森県内視鏡外科研究会．２０１０，

３，６．

３５ 能城浩和：Thoracoscopic esophagectomy in a prone position Winter Seminar in Kiroro 2010．内視鏡外科

２０年の節目 第１２回学ぶ会．２０１０，３，２０．

３６ 能城浩和：消化器癌に対する鏡視下手術の Up to date．京都消化器癌治療セミナー．２０１０，３，２６．

３７ 能城浩和：No６リンパ節郭清 次世代を担う術者による No６リンパ節郭清．第１７回関東腹腔鏡下

胃切除研究会．２０１０，４，２４．座長．

３８ 能城浩和：消化器癌に対する外科治療の最前線．唐津東松浦医師会学術講演会．２０１０，１２，８．特

別講演．

３９ 能城浩和：化学療法後のリンパ節郭清手技．第１０回腹腔鏡下胃切除術研究会．２００９，１２，２．

４０ 能城浩和：腹腔鏡下胃切除術における No１１p‐１２a‐１４vリンパ節郭清 Roux-en-Y再建術．第１０回

LADG Basic Lab Course．２０１０，５，２２．講演．

４１ 能城浩和：腹臥位胸腔鏡下食道切除術～その他～．第２回低侵襲外科手術手技を語る会．２０１０，６，

２４．教育講演．

４２ 能城浩和：腹臥位胸腔鏡下食道切除術．第１３回食道内視鏡外科講習会．２０１０，６，２６．講演．

４３ 能城浩和：第３８回九州食道癌合併療法談話会．２０１０，７，３．プログラム・抄録集 当番世話人．

４４ 能城浩和：Section � 食道癌化学療法の新しいレジメと一般演題．第３８回九州食道癌合併療法談

話会．２０１０，７，３．プログラム・抄録集 座長．

４５ 能城浩和：消化器疾患に対する鏡視下手術の Up-to date最前線 佐賀大学消化器外科での進歩．佐

賀臨床外科医会．２０１０，７，１０．講演．

４６ 能城浩和：「肉腫様変化を伴った上部胆管癌の１切除例」井手貴雄先生．九大・産医大・佐賀大胆

膵セミナー．２０１０，８，６．座長．

４７ 能城浩和：内視鏡外科手術の最前線．北九州内視鏡外科手術セミナー．２０１０，８，２５．特別講演．

４８ 能城浩和：胃２．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐５．プログラム・抄録集

座長．

４９ 能城浩和：特別講演「耐性 GISTに対するスーテントの役割」愛知がんセンター消化器内科 医長

澤木明先生．佐賀 GIST治療セミナー．２０１０，９，９．座長．

５０ 能城浩和：消化器癌に対する鏡視下手術の update．群馬外科侵襲セミナー．２０１０，９，１６．特別講

演．

５１ 能城浩和：特別講演「内視鏡手術でみる骨盤内解剖」京都大学大学院 消化管外科学 教授 坂井

義治先生．第３４回佐賀県消化器癌懇話会．２０１０，９，１７．座長．

５２ 能城浩和：消化器癌に対する鏡視下手術の UP TO DATE．第１４回大牟田・荒尾手術手技研究会．

２０１０，１０，１．特別講演．

５３ 能城浩和：腹腔鏡下胃癌手術の現況と展望．定期学術誌「胃癌 perspective」主催の座談会．２０１０，

１０，２１．座談会．



５４ 能城浩和：特別講演「最新の腹腔鏡下胃癌手術」藤田保健衛生大学 上部消化管外科 准教授 金

谷誠一郎先生．第２７回佐賀消化器外科アーベント．２０１０，１０，２２．座長．

５５ 能城浩和：外科専門医認定試験（面接試験）外科専門医．２０１０，１１，６．試験管．

５６ 能城浩和：ダ・ビンチと腹腔鏡手術．文部科学省大学等産学官連携自立化促進プログラムシンポジ

ウム 第１回佐賀大学ビジネスコミュニテイーネットワーク．２０１０，１１，９．パネル討論会

５７ 能城浩和：腹腔鏡下胃癌手術の最前線．第１３回中区手術手技研究会．２０１０，１１，１１．特別講演．

５８ 能城浩和：消化器疾患における内視鏡外科の最前線．荒尾市医師会学術講演会・荒尾外科系臨床医

会学術講演会．２０１０，１１，１２．特別講演．

５９ 能城浩和：食道癌に対する腹臥位食道切除術．第１３回食道内視鏡外科追加講習会．２０１０，１１，１３‐

１４．

６０ 能城浩和：特別講演「胃癌化学療法の現状と展望～特に DCS療法について～北里大学医学部 消

化器内科学 主任教授 小泉和三郎先生．佐賀胃癌化学療法学術講演会．２０１０，１１，１９．座長．

６１ 能城浩和：特別講演「胆管癌診断・治療の新しい展開」東北大学大学院 消化器外科学分野 教授

海野倫明先生．第５４回佐賀胆膵研究会 特別講演会．２０１０，１１，２６．座長．

６２ 能城浩和：微細解剖に基ずく胃癌手術．第４回長崎大学腫瘍外科腹腔鏡手術研究会．２０１０，１２，１１．

特別講演．

６３ 能城浩和：消化器癌に対する鏡視下手術の最前線．東区・早良区合同消化器病講演会．２０１０，１２，

２７．特別講演．

６４ ＊鮫島隆一郎：転移・再発癌にはなぜ化学療法なのか―大腸癌化学療法を中心に―．第２８回中部薬薬

連携研修会．２０１０，１，２７．

６５ ＊佐藤清治：低用量スニチニブが有効であったイマチニブ耐性 GISTの一例．佐賀 GIST治療セミナー．

２０１０，９，９．

６６ ＊下西智徳，松山 悟，山本一博，檜垣賢作，那須賢司：診断に苦慮した膵尾部腫瘍．第５３回 佐賀

胆・膵研究会．２０１０，６，２８．

６７ 隅 健次，能城浩和：腹腔鏡下低位前方切除術－助手と術者の術野展開のための協調－．第２１回福

岡大腸手術手技研究会．２０１０，３，２６．

６８ 隅 健次，能城浩和：当院における腹腔鏡下内括約筋切除術．第２９回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，

７，２１．

６９ 隅健次，能城浩和：大腸癌化学療法の臨床．第３０回中部薬薬連携研修会．２０１０．８，２５．演者．

７０ 隅 健次，古賀靖大，矢ヶ部知美，政次俊宏，小林毅一郎，池田 貯，能城浩和：大腸２‐２ 当

院の腹腔鏡下内括約筋切除術．第２０回九州内視鏡下外科手術研究会．２０１０，９，４‐５．プログラ

ム・抄録集 ３５．

７１ 田中智和，田中聡也，大高和真，森戸清人，馬場耕一，廣橋喜美，佐藤清治，一宮美穂：腹腔鏡下

胆嚢摘出術施行した左側胆嚢の一例．第２８回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，１，２７．

７２ ＊田中聡也，大高和真，古賀浩木，佐藤博文，浦田雅子，廣橋喜美，佐藤清治：腹腔鏡下横行結腸切

除．第２９回佐賀外科手術手技懇話会．２０１０，７，２１．

７３ ＊戸山真吾，平川浩一，徳丸直郎，今泉 猛，工藤 祥，能城浩和，佐藤清治：食道癌術後 pNO症

例の経過，および再発例における化学放射線療法について．第３８回九州食道癌合併療法談話会．２０１０，

７，３．プログラム・抄録集 ６．



職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

病院長 宮� 耕治 科学研究費補助金 基盤研究� 分子イメージングによるプロテオミッ
クス解析の消化器癌個別化治療への応
用

９１０

臨床教授 北島 吉彦 科学研究費補助金 基盤研究� 膵癌のジェムシタビン効果を増強させ
るMMKY‐０１の基礎的研究

５２０

講 師 池田 貯 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

スキルス胃癌における proteinase acti-

vated receptor‐２（PAR‐２）の発現の意
義と治療標的分子としての可能性の探
索

５００

助 教 隅 健次 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

大腸癌に対する CPA‐１１＋TS‐１化学
療法の効果予測システムの構築

５００

助 教 古賀 靖大 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【臨床】

Stage�大腸癌に対する再発・予後予
測マーカーの同定

５００

助 教 井手 貴雄 平成２２年度佐賀大学中期計
画実行経費

医学部研究者
育成支援事業
【基礎】

腫瘍内微小環境下におけるオートファ
ジー制御機構破綻による膵癌悪性化機
序の解明

５００

７４ ＊矢ヶ部伸也，能城浩和：消化管穿孔で発症した腹腔内腫瘤の一例．第２６回消化器外科アーベント．

２０１０，２，１７．

７５ 矢ヶ部知美，能城浩和：High doseシスプラチン使用時の対応．佐賀がん化学療法セミナー．２０１０，

９，４．

７６ 矢ヶ部知美，能城浩和：大腸癌治療ガイドライン２０１０ 最新の化学療法を中心に．佐賀県薬剤師会

女性薬部会 治療ガイドライン薬剤コース．２０１０，８．

７７ 矢ヶ部知美，能城浩和：大腸癌術後フォローアップにおける CEAと CA１９‐９の意義．第１３回福岡

大腸疾患研究会．２０１０，１２，０１．

７８ 矢ヶ部知美，小林毅一郎，池田 貯，三好 篤，北原賢二，徳丸直郎，藤本一眞，木村晋也，佐藤

清治，能城浩和：cStage�，�食道癌に対する tri-modality therapyの可能性．第３８回九州食道癌合

併療法談話会．２０１０，７，３．プログラム・抄録集 １３．

７９ 山地康大郎，小池健太，北原賢二，能城浩和，宮�耕治：超音波ガイドラインに基づく非浸潤性乳

管癌の超音波像．第１５回九州乳癌懇話会．２０１０，５，６．プログラム．

８０ 吉武邦将，久保 洋，井手貴雄，三好 篤，北原賢二，能城浩和：診断に苦慮した膵頭部腫瘍．第

５３回 佐賀胆・膵研究会．２０１０，６，２８．

８１ 吉武邦将，久保 洋，井手貴雄，三好篤，北原賢二，能城浩和，宮�耕治：唾液腺多形腺腫肝転移

の一切除例．第３２回九州肝臓外科研究会．２０１０，７，２４．第３２回九州肝臓外科研究会冊子 ３１．

８２ ＊湯ノ谷誠二：特別講演「消化器癌に対する外科治療の最前線」佐賀大学医学部 一般・消化器外科

教授 能城浩和先生．唐津東松浦医師会学術講演会．２０１０，１２，８．座長．

研究助成等



職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

助 教 井手 貴雄 日本消化器癌発生学会学会賞 ポス
ター優秀賞

エネルギー代謝制御を介した p５３の腫瘍メカニズム

学術（学会）賞


